
株 主 の 皆 様 へ
第46期中間報告書（平成20年4月1日から平成20年9月30日まで）

（証券コード：6899）



ごあいさつ

　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。

　平素は格別なるご支援を賜り厚く御礼申しあげます。

　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融不安や株価下落

が、欧州さらには比較的好調を維持していた新興国へ拡大し、世界的に景気後退の可能性が高まっております。日本

経済も企業収益の悪化、設備投資の鈍化傾向が顕著になり、株式市場も米国市場の動揺を受けて大きく低落するなど、

先行きの不透明感が一段と強まっております。

　このような厳しい環境の中、当社グループは「今を鍛え、明日を切り拓く」を活動のスローガンとして策定された

中期経営計画に則り、前期に引き続いて3つの経営方針を活動の軸として事業活動を展開してまいりました。事業の

収益性を確保していくため、品質と生産性のさらなる向上、パワーエレクトロニクス技術の確立、海外事業の早期安

定化などの業績向上策に全社一丸となって取り組んでまいりました。また、長年培ってきた当社独自の生産技術力を

活かしたFA機器販売事業も第1号機の出荷を終え、今後事業拡大を推進してまいります。

　当第2四半期連結累計期間の業績は、通信・制御機器事業の販売増加があったものの、車載・家電用機能部品事業

の販売減少が大きかったことにより、売上高は17,072百万円（前期比4.2％減）となりました。また、利益につきま

しては、車載・家電用機能部品事業における販売減少に加え急激な円高による為替差損により、営業利益は332百万

円（前期比57.7％減）、経常利益239百万円（前期比72.5％減）、四半期純利益は56百万円（前期比88.5％減）とな

りました。

　なお、当社単独の第46期中間配当金は、1株につき5円とさせていただきました。

　株主の皆様におかれましては、今後とも、変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

　平成20年12月

株主の皆様へ	 To Ou r  Sha reho l de r s

代表取締役社長
岩田　善之
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連結財務ハイライト	 Financ i a l  H i gh l i g h t s
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■配当の状況
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※平成19年3月31日を基準日、同4
　月1日を効力発生日として1株につ
　き2株の割合で株式分割しており
　ます。

1株当たり配当金 配当性向

2 ハイライト



トピックス	 Top ics

（２）	 モービル・パワーエレクトロニクス技術開発
　当社では、地球温暖化対策のキーテクノロジーとなるモービル・パワーエレクトロニクス

（MPE）技術の開発を推進しております。MPE技術を基盤とした、モータコントローラ及び
バッテリ充電器などの製品が車両メーカーに採用されています。
　小型電気自動車eViVOは、当社のMPE技術開発を推進する為、モータコントローラ、バッ
テリ充電器などMPE製品の技術評価用に試作した実験車両です。
　eViVOのeは、“エコ”“エナジー”“エレクト
ロニクス”、ViVOは、イタリアの音楽用語で
“活発な”“生き生きとした”を意味しています。
　今後の小型自動車の方向性をイメージした
ものです。

（１）	 FA機器初出荷
　 製 造 部 門 で 培 っ た 生 産 工 程 ソ
リューションをビジネスモデルにと
いう発想が生まれてから３年。様々
に模索・検討・改善を進めた結果、
今年１月アジア最大のエレクトロニ
クス製造・実装技術の展示会「イン
ターネプコン・ジャパン」に初出展
し、販売体制の整備も進め４月から
は正式販売を開始いたしました。６
月の「実装プロセステクノロジー」
には、ASTIのオリジナル製品として
展示を行い、９月26日第１号機を出
荷いたしました。

バッテリ充電器 モータコントローラ
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トピックス	 Top ics

（４）	 障害者雇用優良事業所として厚生労働大臣表彰を受賞
　障害者を積極的に多数雇用している事業所に対する平成20年度の障害者雇用優良事業所と
して、当社が厚生労働大臣表彰を受賞しました。本年９月２日に銀座松坂屋本館にて表彰式
が行われました。
　当社では、障害者も健常者も共存
していくという考えが根付いており、
互いに助け合い、励まし合い会社全
体の活性化につながっています。
　今後も企業の社会的責任の一つと
して、また、基本理念である「参画
者総ての文化の高揚を計る」の観点
から、障害者の雇用に積極的に取り
組んでまいります。

（３）	 2008ASTI環境報告書発行
　本年より、「環境報告書」の発行を開始いたしました。
　「2008ASTI環境報告書」では、経営者による「環境方針」及び「環境目的」の宣言、国内
の各拠点・工場がそれぞれ独自
に行っている環境保全活動等、
分かりやすく具体的な事例を中
心に掲載しています。
　今後も事業活動を通じて省エ
ネルギー・省資源の取り組みを
全社的に推進していくと同時に、
地域社会への貢献活動も行い、
継続的な環境経営を実践してま
いります。

■環境活動ホームページのご案内
　「環境報告書」はホームページに掲載しております。
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連結決算の概要	 Conso l i da t ed  F i nanc i a l  S t a t emen t s

連結貸借対照表（平成20年9月30日現在） （単位：百万円）

科　　　目 金　　　額 科　　　目 金　　　額
資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金         
受 取 手 形 及 び 売 掛 金         
製 品
仕 掛 品
原 材 料 及 び 貯 蔵 品         
そ の 他         
貸 倒 引 当 金         

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物         
機 械 装 置 及 び 運 搬 具         
そ の 他

無 形 固 定 資 産
の れ ん
そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券         
前 払 年 金 費 用
そ の 他         
貸 倒 引 当 金

12,492
1,138
7,026

542
348

2,440
996

△� 0
8,456
7,112
2,800
2,038
2,273

174
15

159
1,168

413
390
387

△� 23

流  動  負  債 6,398
支 払 手 形 及 び 買 掛 金         2,873
短 期 借 入 金         2,283
未 払 法 人 税 等         197
賞 与 引 当 金         447
製 品 保 証 引 当 金 10
そ の 他         586

固  定  負  債 1,492
長 期 借 入 金 1,232
退 職 給 付 引 当 金 12
そ の 他 247
負 債 の 部 合 計 7,891

純資産の部
株 主 資 本 12,903

資 本 金 2,476
資 本 剰 余 金 2,640
利 益 剰 余 金 7,835
自 己 株 式 △� 48

評 価 ・ 換 算 差 額 等 108
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 105
為 替 換 算 調 整 勘 定 2

少 数 株 主 持 分 44
純 資 産 の 部 合 計 13,056

資 産 の 部 合 計 20,948 負 債 ・ 純 資 産 の 部 合 計 20,948

連結損益計算書 自 平成20年4月 1 日（至 平成20年9月30日） （単位：百万円）

科　　　目 金　　　額

売 上 高 17,072
売 上 原 価            15,507
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費            1,232

営 業 利 益 332
営 業 外 収 益 68
営 業 外 費 用 161

経 常 利 益 239
特 別 利 益 7
特 別 損 失 10

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 236
法 人 税 等 193
少 数 株 主 損 失 △� 13
四 半 期 純 利 益 56

連結キャッシュ・フロー計算書 自 平成20年4月 1 日（至 平成20年9月30日）（単位：百万円）

科　　　目 金　　　額

営業活動によるキャッシュ・フロー 282

投資活動によるキャッシュ・フロー △� 472

財務活動によるキャッシュ・フロー 380

現金及び現金同等物に係る換算差額 △� 43

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 147

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 991

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,138

5連結財務諸表



■株式の状況（平成20年9月30日現在）

株式の状況	 Stock  I n fo rma t i on

会社概要	 Corpo ra t e  P ro f i l e

大株主

証券会社
0.92％

その他の国内法人
4.27％

外国法人等
1.21％個人その他

92.10％

保管振替機構
0.07％

自己株式
0.07％

金融機関
1.36％

証券会社
0.92％

その他の国内法人
10.32％

外国法人等
18.54％

個人その他
47.32％

保管振替機構
0.01％

自己株式
0.59％

金融機関
22.30％

〔所有株式数別分布状況〕

〔所有株主数別分布状況〕

発行可能株式総数 48,000,000株
発行済株式の総数 17,085,034株
株主数 1,406名

株 主 名 持株数 持株比率
（株） （％）

朝 元 愃 融 2,296,106 13.44
ビービーエイチ フオー フイデリテイー
ロ ー プ ラ イ ス ス ト ツ ク フ ア ン ド 1,044,000 6.11
A S T I 共 栄 会 1,012,440 5.93
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 971,000 5.68
エイチエスビーシー ファンド サービシィズ
ク ラ イ ア ン ツ  ア カ ウ ン ト  5 0 0  ビ ー 676,000 3.96
A S T I 従 業 員 持 株 会 635,604 3.72
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 439,000 2.57
ステート ストリート バンク アンド
ト ラ ス ト カ ン パ ニ ー 505025 431,000 2.52
ノーザン トラスト カンパニー エイブイ
エフシー リ ノーザン トラスト ガンジー
ノ ン ト リ ー テ ィ ー ク ラ イ ア ン ツ

425,000 2.49

株 式 会 社 名 古 屋 銀 行 396,000 2.32

■会社概要（平成20年9月30日現在） ■役　員（平成20年9月30日現在）

社 　 　 名
英 文 社 名
本 　 　 社
設 　 　 立
資 本 金
主 要 製 品

取 締 役 名 誉 会 長

代 表 取 締 役 社 長

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

朝 　 元 　 愃 　 融
岩 　 田 　 善 　 之
安 　 立 　 淨 　 明
深 　 津 　 信 　 敏
小 野 塚 　 賢 　 平
井 　 上 　 昭 　 史
岩 　 﨑 　 英 　 男
野 　 末 　 武 　 志
渡 　 辺 　 剛 　 一
藤 　 田 　 雅 　 弘
田 　 中 　 範 　 雄

ＡＳＴＩ株式会社
ASTI CORPORATION
静岡県浜松市南区米津町2804番地
1963年5月
2,476,232,516円
車載電装品
　エアコンパネル、描画基板
　コーナーセンサーユニット
　車載・船舶用ワイヤーハーネス
　車載用スイッチ・センサー
ホームエレクトロニクス
　洗濯機用電子制御基板
　食洗器用電子制御基板
　衣類乾燥機用電子制御基板
情報通信機器
　携帯電話機用回路基板
　プリンター用電子制御基板
制御機器
　産業用ロボットコントローラー
　サーフェスマウンターコントローラー

6 会社概要



 株主メモ

事 業 年 度 
定 時 株 主 総 会 
剰余金の配当基準日
単 元 株 式 数
株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所
公 告 方 法

＜郵便物送付先・電話お問い合わせ先＞
平成20年12月30日まで 平成21年１月５日より

郵便物送付先
〒135-8722
東京都江東区佐賀1-17-7
みずほ信託銀行　証券代行部

〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

電話お問い合わせ先
（未払配当金の受領など） フリーダイヤル　0120-288-324（変更ありません）

○お知らせ
　平成21年１月５日より株券が電子化されます。そのため株式に関するお手続に変更があ
る場合がございますのでご注意ください。詳しくは、上記「電話お問い合わせ先」にお問
い合わせください。
　なお、証券会社等をご利用の場合は、住所変更や買取請求等は引き続きご利用の証券会
社等へご連絡願います。未払配当金については、上記「電話お問い合わせ先」にお問い合
わせください。

４月１日から翌年 3 月31日まで 
毎年 6 月 
　3 月31日および中間配当を実施する場合は９月30日 
1,000株
東京都中央区八重洲１丁目２番１号 
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
電子公告（http://www.asti.co.jp）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告を
することができない場合には、日本経済新聞に掲載いたします。

〒432-8056
静岡県浜松市南区米津町2804番地

〔ホームページのご案内〕
　URL 　http://www.asti.co.jp

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、

アンケートを実施いたします。

お手数ではございますが、

アンケートへのご協力をお願いいたします。

※本アンケートは、株式会社エーツーメディアの提供する「e-株主リサーチ」サービスにより実施いたします。（株式会社エーツーメディアについての詳細　http://www.a2media.co.jp）
※ご回答内容は統計資料としてのみ使用させていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。

TEL： 03-5777-3900（平日 10：00～17：30）MAIL：info@e-kabunushi.com●アンケートのお問い合わせ 「e-株主リサーチ事務局」

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝（図書カード500円）を進呈させていただきます

株主の皆さまの声をお聞かせください

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

http://www.e-kabunushi .com
アクセスコード　6899

Yahoo!、MSN、exciteのサイト内にある検索窓に、
い い か ぶ と4文字入れて検索してください。いいかぶ 検索検索

ＱＲコード読み取り機能のついた携帯電話をお使いの方は、
右のＱＲコードからもアクセスできます。

携帯電話からも
アクセスできます

空メールにより
URL自動返信

●アンケート実施期間は、本書がお手元に到着してから約2ヶ月間です。


